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もしものときの命の砦
さらなる救急医療の充実を

　当院は今年５月に開院10周年を迎えました。開院前の旧病院では、医師不足により、診療の縮小を余儀なくさ
れました。特に私たちの生活に影響を及ぼしたのは救急医療です。救急車を呼んでも搬送先がなかなか決まらない
といった問題も起きていました。当院開院後は、救急隊による搬送先の病院選定時間が大幅に短縮され、掛川市消
防本部では２分26秒から１分12秒に、袋井消防本部では５分26秒から１分45秒になりました。「断らない救急」
を実践することで救命率の向上につながっています。
　一分一秒を争う心筋梗塞や脳卒中、交通事故などの重篤な病気や怪我。もしものときに私たちの命の砦となる救
急医療は、開院以降、着実に成長しています。今後も救急科のみならず、全ての診療科で地域の救急医療を支えます。
　今月号は、私たちと関わりが深い救急医療のお話です。

▲ 救急現場に駆け付けるドクターカースタッフ

10 周年、そして未来へ
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今
回
は
皆
さ
ま
と
関
わ
り
が
深
い
救
急
医
療
の
お
話
を
し
ま

す
。

　
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
院
３
年
目
の
平
成
27
年
８

月
に
静
岡
県
で
10
番
目
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
る
と
、「
既
存
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
を
再
評
価
し
、
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
」
こ
と

を
目
的
に
「
充
実
段
階
評
価
」
と
い
う
調
査
が
厚
生
労
働
省
に

よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
ま
す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ

た
当
初
は
改
善
す
べ
き
項
目
が
い
く
つ
も
あ
り
、
か
つ
そ
の
評

価
は
決
し
て
高
く
な
い
も
の
で
し
た
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
少
し

ず
つ
増
え
、
こ
の
充
実
段
階
評
価
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
弱
点
を

検
討
し
体
制
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
徐
々
に
評
価
点
数
が
高

く
な
り
、
令
和
４
年
度
に
は
静
岡
県
で
４
番
目
に
高
い
評
価
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
よ
り
も
評
価
点
が
高
い

病
院
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
充
実
し
、
様
々
な
診
療
科
が
揃
っ

て
い
る
当
院
よ
り
も
規
模
が
大
き
い
病
院
ば
か
り
で
す
。
こ
の

充
実
段
階
評
価
は
病
院
間
で
競
う
た
め
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
良
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
常
に
自

分
た
ち
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
１
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ス
ズ
キ
株
式
会
社
様
か
ら

ド
ク
タ
ー
カ
ー
車
両「
イ
グ
ニ
ス
」を
寄
贈
い
た
だ
き
、令
和
４

年
10
月
24
日
か
ら「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

も
う
既
に
目
に
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
救
急
車
と
比
較
す
る
と
非
常

に
コ
ン
パ
ク
ト
な
車
両
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
分
機
動
性
に
優

れ
、
多
く
の
医
療
資
機
材
を
搭
載
し
て
毎
日
走
り
回
っ
て
い
ま

す
。
運
行
を
開
始
し
て
か
ら
５
月
末
ま
で
に
合
計
で
２
４
７
件

（
１
日
平
均
1.8
件
）
の
事
例
に
出
動
し
、
病
院
に
到
着
す
る
よ
り

も
早
く
患
者
さ
ま
の
診
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

集
中
治
療
科
を
新
設

　
当
院
の
救
急
分
野
の
特
徴
の
１
つ
に
「
集
中
治
療
」
が
あ
り

ま
す
。
開
院
し
た
当
初
か
ら
集
中
治
療
室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
元
年
に
当
院
初
の
集
中
治
療
専
門
医
が
誕
生
し
、

今
で
は
３
名
の
集
中
治
療
専
門
医
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
10
月
に
は
集
中
治
療
専
門
医
研
修
施
設
に
認
定
さ
れ
、
当

院
に
所
属
す
る
若
手
医
師
が
専
門
医
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、集
中
治
療
専
門
医
と
は
ど
の
よ
う
な
医
師
な
の
で
し
ょ

う
か
。
集
中
治
療
専
門
医
は
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
内
視

鏡
検
査
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
特
殊
な
診
療
は
し
ま
せ
ん
が
、

病
院
の
中
で
最
も
重
症
な
患
者
さ
ま
の
命
を
救
う
た
め
に
必
要

な
知
識
と
技
術
と
多
職
種
を
巻
き
込
ん
で
可
能
な
限
り
早
く
回

復
さ
せ
る
能
力
を
有
す
る
医
師
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
多
職
種

を
巻
き
込
む
こ
と
か
ら
時
に
「
指
揮
者
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
集
中
治
療
専
門
医
に
は
こ
れ
ま
で
「
縁
の
下
の

力
持
ち
」
の
様
な
存
在
で
し
た
が
、
奇
し
く
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
た
時
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
、

当
院
で
も
多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
の
重
症
の
方
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
令
和
４
年
10
月
に

厚
生
労
働
省
か
ら
「
集
中
治
療
科
」
が
正
式
な
診
療
科
と
し
て

認
め
ら
れ
、
当
院
で
も
令
和
５
年
４
月
に
「
集
中
治
療
科
」
を

新
設
し
ま
し
た
。

　
集
中
治
療
専
門
医
が
い
れ
ば
全
て
の
方
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
診
療
科
の
医
師
が
持
つ
特
殊
な

技
術
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
各

診
療
科
と
密
に
連
携
し
て
よ
り
良
い
集
中
治
療
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

よ
り
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急
医
療
を
強
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す
る
た
め
に

　
「
高
齢
化
社
会
の
波
」
は
静
岡
県
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

ま
す
。
静
岡
県
全
体
で
人
口
は
減
少
す
る
も
の
の
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
救
急
搬
送
に
つ

い
て
も
そ
の
件
数
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
頑
張
っ
て
も
い
つ
か
そ
の
負

担
は
過
剰
に
な
り
ま
す
。
中
東
遠
地
域
の
も
う
１
つ
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る
磐
田
市
立
総
合
病
院
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
急
性
期
病
院
と
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
波
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
集
中
治
療
室

を
拡
張
し
、
救
急
医
療
の
機
能
を
強
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

現
在
進
行
中
で
す
。

　
救
急
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
救
急
科
だ
け
で
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
４
月
に
「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
に
指
定
さ

れ
、
が
ん
診
療
だ
け
で

な
く
、
各
診
療
科
そ
れ

ぞ
れ
が
毎
年
新
た
な
目

標
を
掲
げ
て
そ
の
診
療

の
幅
を
着
実
に
広
げ
て

い
ま
す
。
各
診
療
科
と

連
携
し
な
が
ら
救
急
に

対
応
で
き
る
能
力
は
さ

ら
に
向
上
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
充
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
私

た
ち
が
提
供
す
る
救
急

医
療
の
今
後
の
発
展
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

診
療
科
か
ら

▲ 多職種が参加するカンファレンス



大切な命を救うために
看 護 部 通 信

　救命救急センター外来（救急外来：ER）では、救急車で搬送される患者さ
まや時間外受診をされる患者さまを24時間体制で受け入れ、状態の変化に
応じた対応を行います。早期から患者さまを、一人の生活者として捉え、社
会復帰やこれまでの生活を見据えた看護を提供できるよう心がけています。
　救急外来の特性上、年齢や性別、診療科なども関係なく、文字通り「すべ
ての患者さま」が対象となりえます。救急の多くは突然の発症であり、持病
の悪化や、突発的な外傷など幅広い症状への対応をしていかなければなりま
せん。
　そのため、様々な症状から緊急度を判断しつつ、限られた時間の中での迅速な対応が求められます。救急看護をして
いく中で、幅広い知識はもちろん、観察や問診、視診、触診などの身体診査の技術、チームで協働する力など、多くの
ことが必要になります。また身体的なケアだけでなく、突然のことに動揺する患者さまやその家族を含めた心理・社会

面を含めたケアなど、救急の中でも看護師は大きな役割があると考えます。
最近では「ドクターカー」の運用も始まり、病院の外へ飛び出して救急看護
を実践しています。また大規模災害時には重症患者の治療エリアの担当とし
ても活動します。
　どのような状況であっても困っている患者さまやその家族が安全で質の高
い救急医療・救急看護が受けられるよう、今まで以上に勉強会やシミュレー
ションによる学習も活発に行っています。
　多くのことが求められる救急の現場ですが、当院の救急医療体制のさらな
る発展のため、今後も救急の看護を追求し、尽力していきたいと思います。

当院の救急外来は、脳卒中や心筋梗塞、大きな怪我など「翌日まで待てない重症患者」への救急対応を行ってい
ます。「大きい病院は何となく安心する…。」「子どもの体調が心配…。」など不安な気持ちになるかと思いますが、発熱
や軽い怪我などの場合は、お近くの開業医や急患診療所を受診しましょう。

救急対応とは「入院や手術が必要な病状なのか」を判断することです。必ずしも専門医による診療が行われるとは限り
ません。検査や治療は緊急的なもので、応急処置が中心です。薬の処方も必要最低限になります。

時間外に患者が集中すると、診察までの待ち時間が増加します。また、日中と診療体制が異なるため、検査などが十分
に行えない可能性があるだけではなく、治療費以外の時間外割増料金や、紹介状がなく受診された場合は特定初診料
（※）などもかかります。まずは、事前に医療機関へ問合せをしてみましょう。
ただし、緊急の場合はためらわずに受診をしてください。
※当院の特定初診料は、税込み 7,700 円です（重症の方や受診後に入院された方などは支払い対象外）。

救命救急センター外来 救急看護認定看護師　髙井　純太

適切な救急外来の受診を!

重症患者への救急対応を行うため、お待たせすることがあります。
救える命を救うために適切な受診にご協力をお願いします。

救急外来の役割

救急外来の診察

時間外受診は適切に
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掛川市・袋井市病院企業団立

病院だより

中東遠総合医療センター

令和５年
８月号
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病院だより「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

〒436-8555
掛川市菖蒲ヶ池1番地の1

TEL 0537-21-5555過去の病院だよりをホームページでご覧いただけます。 中東遠 検索

ホームページ  https://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQR コードをご利用ください

当院では様々な職種の職員を募集しています。
経験・資格がなくても働ける職種もありますので、ご興味がありま
したら当院リクルートサイトをご覧ください。

　６月30日付　退職　

整形外科　　　　　岡
おか
田
だ
　裕
ゆう
也
や

耳鼻いんこう科　　馬
ま
越
こし
　優
ゆう
征
せい

今までありがとう　　
ございました

１日あたりの患者数
入院 400 人
外来 1,098 人

紹 介 率 86.2 %
逆 紹 介 率 97.6 %
病 床 利 用 率 79.9 %
平均在院日数 8.8 日
手 術 件 数 574 件
救命救急センター受診者数 1,342 人
救急搬送件数 553 件

正規職員
　看護師（経験者）、薬剤師、視能訓練士
会計年度任用職員（非常勤職員）
　薬剤師、看護師、視能訓練士、
　メディカルエイド、医師事務作業補助者 ▲ 詳細はこちら

▲ 薬剤師

当院では職員を募集しています！

医師異動のお知らせ

東海アクシス看護専門学校
令和６年度入学生募集

（社会人入試試験）

6月の
診療実績

現在募集中の職種

▲ 看護師 ▲ メディカルエイド

令和５年10月15日（日）　午前８時15分～正午日 時 人間ドック・健診センター場 所

後日郵送（約４週間後）検査結果 令和５年９月８日(金)　午後４時30分まで募集期間

令和５年９月19日（火）
　～ 10月５日（木）　午後５時15分必着

出願期間

ご希望の検査内容、住所、氏名、生年月日、年齢、申込み
電話番号を電話又はWEB予約システムで申込み

マンモグラフィ　50人募集人数
乳腺エコー　　　40人　※定員を超えた場合は抽選

20歳以上の女性対象者
※妊娠中や妊娠の可能性がある
方、授乳中の方（卒乳後６ヶ月
前の方）、豊胸（美乳）手術を
受けた方、V-Pシャント、ペー
スメーカーやポート等が埋め込
んである方、血糖測定器が装着
されている方は、マンモグラ
フィ検査はできません。

①乳腺エコー   3,740円（税込）
②3Dマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）   9,900円（税込）
③3Dマンモグラフィ２方向（トモシンセシス）＋乳線エコー
　　　　　　   13,640円（税込）
④マンモグラフィ２方向   5,500円（税込）
⑤マンモグラフィ２方向＋乳腺エコー   9,240円（税込）

検査内容・料金 ※女性技師が検査を行います

10月第3日曜日はジャパン・マンモグラフィ・サンデー　日曜日に乳がん検診が受けられます

問い合わせ 人間ドック・健診センター
電話：0537-28-8028（午前９時～午後４時30分、土日祝を除く）

◆詳細は同校ホームページを
　ご覧ください。

◆詳細は当院ホームページを
　ご覧ください。


